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1.  調査概要  

1.1 .  実施目的  

（ 1）  背景  

内閣府が実施する SI P 第 2 期自動運転（システムとサービスの拡張）にお

いては、高度な自動運転の実用化と So c ie ty 5 .0  の実現を目指して、ダイナミッ

クマップにおける動的情報等、交通環境情報の利活用の仕組み構築に取り組む

こととしており、交通環境情報に関する国際標準化の推進のためにも、高精度

３次元地図情報及び交通環境情報の国際標準化を推進する組織（ ISO 等）や業

界標準化を推進する海外の組織（ OADF： Open  AutoDr ive  Fo rum 等）との交流

による国際的に調和した事業戦略の検討が必要となっている。  

 

（ 2）  目的  

本調査は、 SIP 第 2 期自動運転における交通環境情報の利活用の仕組み構築

に 関 す る 取 り 組 み 成 果 を 海 外 の 標 準 化 組 織 と の 調 和 を 図 り つ つ 適 切 に 国 際 標

準に反映するため、交通環境情報に関する国内外の標準化動向を調査するとと

もに 、国内関係者と の情報共有及び国際標準化戦略の検討を行う ものである。 
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1.2 .  全体スケジュール  

・2019 年度  ：標準規格等に関する動向調査を 7～ 12 月に実施し、国際標準化

戦略検討の基礎資料とりまとめ。検討会は 2～ 3 ヶ月に 1 度の

頻度で開催し、国際標準化戦略の方向性の認 識共 有を図っ た。 

・20 20 年度  ： ISO/TC204 や OADF 会議等のデファクト・デジュール双方の動

向を適宜情報収集し、検討会にて国内関係者への情報共有を図

るとともに、 SIP での検討状況や国際動向を踏まえた国際標準

化戦略を検討した。  

・ 2021 年度～： SIP 第二期東京臨海部実証等などでの取組の中から、国際動向

を踏まえた調査、標準化戦略の検討を行う。  

 

 

図 1 全 体 スケジュール 
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1.3 .  本年度の取組内容  

（ 1）  基本方針  

20 年 度実施事 項 の深堀や年度末報告への指摘事項へのフ ォロー アップ とと

もに、国際標準化戦略検討の上で重要と考えられる交通環境情報 IF について、

東京臨海部実証実験等での活用等を通じた実態把握を進める。  

 

1）  国際標準化動向の調査  

S IP 交通環境情報構築 TF/国際連携 WG における 21 年度末報告におけるコメ

ント等も含め、今年度の調査の中で対応を検討する。  

①  20 年度調査のフォローアップ  

交通環境情報 IF をはじめ、 20 年度に方向性を取りまとめた 5 つの情報

分野について最新動向を引き続きフォローアップする  

②  国際標準化検討のための新たな調査項目の選定・着手  

1）  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

2）  セルラー技術を活用した V2X に関する動向  

3）  モビ リ ティに関 する データのプラッ トフ ォーム／ア クセ スポ イント

の動向  

 

（ 2）  戦略検討のための検討会の開催  

21 年度の動向調査等の結果を踏まえ、交通環境情報に関する国際標準化戦略

等の方向性に関する議論を引き続き行う。  
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表 1 検 討 会 の開 催 時 期 （ 予 定 ）  

 

  



 

7 
 

1.4 .  第 31 回交通環境情報構築 TF（ 11 月）でのご指摘  

 

表 2 第 31 回 交 通 環 境 情 報 構 築 TF（ 11 月 ） でのご指 摘 内 容 まとめ 
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2.  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

2.1 .  V2N 交通環境情報配信に向けた標準化動向調査  

（ 1）  調査の着眼点  

1）  SIP で取り組む交通環境情報の表現に関する標準化状況  

S IP では 4 つの交通環境情報（車線別道路交通情報、降雨情報、緊急車両

情報、信号予定情報）の V2N での配信について取り組んでいる。  

メッセージセットやプロトコルについて、既存の標準にてこ れらの交通

環境情報が表現できるか、という観点から調査を行い、SIP 成果の国際標準

化戦略検討に繋げる。  

 

2）  PUSH/PULL など情報配信のトリガーのかけ方・情報配信範囲の考え方

についての標準化状況  

S IP では ISO での PU SH／ PULL の規定に一歩踏み込み、配信する情報の

種類によって、 PUSH, PULL の配信について取り組んでいる。  

国際標準化ではどの程度の規定がなされ、 SIP 成果 としての国際的な発

信余地を検討する（関連業務と連携が必要）。  
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2.2 .  V2N に関連する国際標準の整理  

整理対象とした各標準の中で、SIP において V2N を用いた配信が検討されて

いる下記の情報が、扱われているかを整理した。（次ページ以降）  

  車線別道路交通情報  

  降雨情報  

  緊急車両情報  

  信号予定情報  

具体的には、まず各標準の検討内容を Web で紹介されている内容をもとに整

理した。そのうえで、上記 4 つに関連する情報が、標準の中で取り扱われてい

るか、もしくは取り扱われていると想定されるかを整理した。  

なお、 ISO2 1219 については、 Par t1～ 26 のシリーズのうち、動的・準動的・

準静的情報に関するデータやメッセージセットを規定している Par t14、15、16、

18、 19、 25 を対象とした。  
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2.3 .  交通環境情報に関連する標準  

交通環境情報に関連する標準は、下図に示すとおり。このうち、センタ―セ

ンタ 間、センタ―車 両間の標準（①～⑨）を対象として、概要等 を整理した。 

 

 

図 2 各 標 準 ・ 規 格 の規 定 対 象 範 囲 及 び関 係  
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2.4 .  各標準の規定内容  

整理対象とした各標準について、 SI P で検討されている 4 情報に関連する情

報が 扱われているか 、もしくは取り扱われていると想定されるか を整理した。 

 

表 3 各 標 準 の規 定 一 覧  
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2.5 .  SIP 検討内容と関連規格の比較  

SIP において検討されている 4 つの V2N 配信情報に関する内容を、通信手

段等の項目で整理した。  

そのうえで、V2N 配信情報を取り扱っていると想定される 7 つの規格につ

いて、同様の項目で内容を整理した。  

①  ②はセンタ―センタ間での規格、④⑥⑦⑧⑨はセンタ―車両間で

の規格である。なお、各規格の内容は HP 等で公表されている情

報をもとに整理した。  

 

表 4 関 連 規 格 の比 較 表  
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2.6 .  PUSH/PULL の考え方に関する標準化動向  

（ 1）  ISO174 27 -1 の整理  

1）  調査の目的  

交通 環 境情報の配信 にあたって配信範囲 等の考え方 について 標 準化状況

を整理する。  

特に、交通環境情報を配信するうえで、情報配信の頻度／範囲など、配信

方 法の定 量 的な考え 方についてどの程度 国際標準化 がされて い るか、とい

う観点から調査を行った。  

 

2）  調査結果の概要  

ISO174 27 -1 に お い て は 、 道 路 上 の 障 害 物 等 の 状 況 に 関 す る 情 報 配 信 の

“ PUSH”” PULL”の考え方について定義されている。  

但し、SIP で取り組んでいる PUSH／ PU LL とは異なり、データ収集・生成

に関して、 ITS サービスからの情報提供のタイプを PUSH/PU LL と定義して

おり、データ配信に関する PUSH／ PULL の考え方には記載なし。  

そのため、具体的なデータ配信の頻度・範囲などは規定されていない状況

である。  
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ISO での PUSH／ PU LL の定義と、 SIP で取り組む PUSH 型配信／ PULL 型配

信の対象スコープは異なる。 ISO においては、具体的なデータ管理・配信手段

に関して PUSH /PUL L の定義は無い。  

 

 

図 3  PUSH／ PULL の定 義  

 

表 5 【 参 考 】 PUSH/PULL の考 え方 に関 する標 準 化 動 向  
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2.7 .  V2N 交通環境情報配信に向けた標準化戦略検討  

（ 1）  分析の結論  

1）  既存標準における規定内容  

  降雨情報：  

•  既存標準にて対応可能。  

•  CEN16157（ DATAX)では降雨量の表現が可能。  

•  ISO 14 819 s においても、道路上の気象情報の表現が可能。  

  道路交通情報：  

•  道路情報を表現するためのフォーマットは既 存標準で 示されて い

るが、「車線別」レベルの解像度で表現できる既存標準がない。  

  信号予定情報：  

•  提供する信号情報による（現在灯色、階梯表）。  

•  CEN16157（ DATAX)では現在の灯色情報が表現できる。  

 

2）  プロトコル  

S IP の交通環境情報配信にあたっては、 MQTT を活用したことにオリジ

ナリティがあるが、 MQTT の妥当性は今後の SIP の研究成果等をウォッチ

する。  

 

3）  情報配信の範囲について  

PUSH/PULL など情報配信のトリガーのかけ方・情報配信範囲の検討につ

いては SIP 臨海部実証でも取り組んでおり、既存標準より具体化検討が進

んでいる可能性高い。  

 

（ 2）  標準化戦略検討の着眼点  

1）  道 路 交 通 情 報 を 車 線 別 で 表 現 す る た め の メ ッ セ ー ジ セ ッ ト の 標 準 化 プ

ロトコル  

自動運転に向け、より分解度が高い道路交通情報の配信のた めには車線

別で道路交通情報を表現できる方がよい。  

情報収集、情報配信の両方の観点において車線別に表現でき る規格を用

意しておかないと、路側機、車載器ともに対応が普及しない。  

信号情報は、ユースケースによって、活用するべきメディア 、データフ

ォーマットが異なり、ケースを分けながら動向を確認する必 要がある。ま

た、欧・米等の地域間で異なるユースケースの場合があり、 今後の国際動

向もウォッチする。  
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2）  LTE での配信対応のためのプロトコルの標準化  

今後の V2N 情報配信を見据え、MQTT にて交通環境情報の配信ができる

ようなメッセージセットを設けたことは SIP の成果。  

 

3）  道路交通情報を車線別で表現するためのメッセージセットの標準化  

S IP では ISO での PU SH／ PULL の規定に一歩踏み込み、配信する情報の

種類によって、 PUSH, PULL の配信の考え方を整理した成果がある。  

情報配信のトリガーを決めておかないと、路側機と車載器の トリガーの

かけ方や情報フローに齟齬が生じるため、標準化することへ のメリットあ

り。  

テクニカルペーパーへのとりまとめなど、成果の国際的な発 信を検討す

る（関連業務と連携が必要）。  
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3.  セルラー技術を活用した V2X に関する動向  

3 .1 .  セルラー通信技術を活用した V2X について  

セルラー通信技術を活用した V2X は、「セルラー V2X」、「 V2 N」、「 LTE-V2X、

5G-V2X」など、様々な用語が混在しており、プロジェクトやレポートによって

意味する言葉が異なる。そのため、用例をもとに、それぞれがどのような意味

で用いられうるかを把握し、文脈に沿って柔軟に解釈できることが必要である。 

 

 

図  4 セルラー通 信 技 術 を活 用 した V2X 

 

（ 1）  セルラー V2X／ C -V2X 

PC5 ,  Uu 両方合わせてセルラー V2X と呼ぶ場合が多い。例えば、通信キャリ

アやメーカ中心に構成する 5G のロビー団体である 5GA A は、 Uu と PC5 を合

わせてセルラー V2X としている。  

 

出 所 ： h t t p s : / / 5 g a a . o r g / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 1 7 / 0 8 / 5 G A A - V 2 X - T e r m s - a n d - D e f i n i t i o n s 1 1 0 9 1 7 . p d f  

図  5 5GAA の定 義  
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 ただし、米国 FC C の資料においては、 PC5 のみを指しセルラー V2X と呼ん

でいる用例もあり、実際に「セルラー V2 X」が差すスコープは文書ごとに確認

が必要である。  

 

（ 2）  V2N  

 V2N はほぼ Uu のみを指す用例のみである。前述の 5GA A 及び ITS  Amer ic a

でも Uu のみを指している。  

 

出 所 ： h t t p s : / / i t s a . o r g / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 1 / 0 4 / 4 - 2 7 - 2 1 _ c o m m s i g n i a - s l i d e s . p d f  

図  6 ITS America における定 義  

 

（ 3）  LTE-V2X 

LTE-V2X という言葉は、最も揺れが大きく、それぞれの文脈によりスコープ

を判断する必要がある。大きくは、PC5 と Uu を合わせて LTE-V2X と呼ぶパタ

ーンと、 PC 5 のみを LTE-V2X と呼ぶパターンがある。  

 

3.2 .  調査状況のまとめ  

セルラー通信技術を活用した V2 X 関連の用語について、それぞれの指すス

コープと用例を調査した。  

セルラー V2X（ C－ V2X）については、おおむね Uu と PC5 の総称として活用さ

れる。また、V2N については、概ね Uu のみに対して活用される。対して、LTE -

V2X は最も誤解が多く、 Uu と PC5 の総称として活用される場合と、 PC5 のみ

に活用される場合がある。（ Uu のみに対して  LTE-V2X という呼称が活用され

ることはない）  

S IP 他施策（通信タスクフォース）でも、おおむね上記の整理で定義するこ

とで齟齬がないため、一旦今年度成果としては今回の整理結果にて仮止めする。 
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4.  モ ビリテ ィ に 関す る データの プラッ トフォーム ／アク セスポイ ン

トの動向  

4.1 .  調査状況の整理  

（ 1）  調査状況のまとめ  

モビリティに関するデータプラットフォームは、欧州においては法的拘束

力により加盟国において整備が進んでいる。  

 

（ 2）  今後の調査方針  

S IP にて取り組んでいる MD Commune t と欧州等における N AP の機能やビ

ジネスモデルの比較を行う。ドイツ以外の国の調査、状況把握を行う。  

 

（ 3）  調査の着眼点  

1）  調査状況のまとめ  

S IP にてモビリティデータプラットフォームとして、 MD Co mmunet の構

築・利用促進が行われている。  

欧州においては、モビリティプラットフォームを各国で整備するための法

制度があり、欧州内でも急速にプラットフォームの整備が進んでいるため、

その状況を調査する。  
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4.2 .  モビリティデータ PF に関する欧州の動向  

（ 1）  ポイント  

欧州委員会では、モビリティに関するデータを収集・活用するための「規則」

が 2017 年に発効した。EU 加盟国はこの「規則」への対応が必須となり、各国

にモビリティデータ PF の設置が必要である。  

 

 

図 7  <参 考 > EU の「 規 則 」 とは? 
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4.3 .  EU 規則 2017 /1926 について  

 

英語規則名： COMM ISSIO N DELEGATED REGULATION (EU)  2017 /192 6  of  31  

May 2017  

supp lemen t ing  D i rec t ive  2010 /4 0/EU of  the  Eur ope an  P ar l i amen t  

and  o f  t he  Coun c i l  w i th  re ga rd  to  the  prov i s ion  o f  EU-w id e  

mul t imod a l  t rave l  in fo rmat ion  se rv ic es  

（日本語訳）：EU 全体のマルチモーダル旅行（ t ra ve l）情報サービスの提供に関

する欧州議会および理事会の指令 2010 /4 0/EU を補足する 20 17

年 5 月 31 日の委員会委任規則（ EU） 20 17 /1926  

 

（ 1）  要旨  

この規則は、EU 全体のマルチモーダル旅行情報サービスが正確であり、ユ

ーザーが国境を越えて旅行情報サービスが利用可能であることを保証するた

めの仕様を確立することを目的として制定された。  

各国は、この規則に基づき Na t iona l  Ac ce ss  Po in t（ NAP）を設け、データ収

集・活用のプラットフォームを整備する。  

 

 

図 8 NAP にて管 理 するモビリティデータ 

  



 

22 
 

4.4 .  ヨーロッパの PF の動向調査（各国の状況）  

 

図 9 対 応 済 み（ 運 営 中 ） の NAP について（ 2021/11/15 確 認 ）  

 

上図は、 NAP の対応状況を色で示している。各色が示す内容は以下である。  

 

緑  ：  4 つの情報カテゴリ全てが NAP に対応している国  

黄色：  少なくとも、 1 つの情報カテゴリが NAP に対応している国  

赤  ：  いずれの情報カテゴリにも対応していない国  

 

NAP の対応状況について、 EU 発行の 2020 年年次報告書では、 2020 年１２月

時点において、計 23 ヶ国（オーストリア、ベルギー、ブルガリア、チェコ、

デンマーク、エストニア、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、ハ

ンガリー、アイルランド、イタリア、リトアニア、ルクセンブルグ、オラン

ダ、ノルウェー、ポーランド、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェ

ーデン、イギリス）において、少なくとも NAP の一つのカテゴリに対応して

いることが確認できた。  

左図ではさらに 3 ヶ国（マルタ、ポルトガル、ルーマニア）が増え、 26 ヶ国

となっている。  
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4.5 .  モビリティデータプラットフォームに関連した海外プロジェクト  

（ MDM Pla t for m（ドイツ））  

 

表 6 MDM P latform（ ドイツ）  

 

 

 

図 10 MDM プラットフォームの基 本 機 能  
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4.6 .  メタデータについて－ドイツの NAP より  

ここでは、例としてドイツの NAP（ MDM Pla t fo rm）のメタデータ検索ページ

について示す。検索画面は下図の通りである。  

  この画面の  

・  データカテゴリ  

・  データカテゴリの詳細  

・  交通モード  

・  更新間隔  

・  MDM の仲介（あり /なし）  

・  利用条件  

・  地理的領域  

・  道路網のカバレッジ（道路の種類）  

・  アクセス情報（モデルの種類（ NeTE x  CEN/TS 16 614 など））  

について、自分の望む条件を選び検索をかける。  

 

検索結果の一例を次ページ以降に示す。表示結果に興味がある場合は、デー

タ提供者に、追加情報、契約交渉の開始、あるいはデータ提供の要求などのた

めに連絡を取ることができる。  

 

図 11 メタデータ検 索 画 面 （ ドイツの NAP）  
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（ 1）  NAP を活用したユースケース例  

ここでは、ドイツの NAP である MDM P la t fo rm を活用したサービスのユース

ケース例をまとめる。  

 

1）  フランクフルト・アム・マイン大都市圏でのデータ交換：TomTom、フ

ランクフルト市  

（フランクフルトの）道路交通局の統合完全交通管制センタ ( IGLZ）では、

通 常 の モ デ リ ン グ 方 法 よ り も 正 確 に 実 際 の 交 通 状 況 を 示 す 、 プ ロ バ イ ダ ー

TomTom※の Floa t ingCarDa ta  (FCD )  が使用される。TomTom のデータは MDM

を介して配信される。コンピュータ、スマートフォン、タブレットのいずれ

であっても、すべての交通情報に 24 時間アクセスできる。  

フランクフルト市は、交通管制を改善するために MDM(データ受信者とし

て )からデータを 取得するだけでなく、 MDM(データプロ バイダー として )を

介して交通情報サービスの公共および民間プロバイダーのた めの建設現場、

交通妨害、駐車場の占有率に関する情報を提供する。 TomTom は、交通状況

のマッピングをより正確かつ最新のものにし、また、 MDM を介してフラン

クフルト市で利用できるようにする。  

MDM を利用することで、標準化されたデータ形式と伝送経路が使用され

るため、データの提供に関する二国間の調整が排除される。 MDM とのトラ

フィックデータの交換のために、 DATEX I I  はトラフィックデータの送信の

ための事実上の標準データモデルとして使用される。SOAP および OTS2 は、

伝送プロトコルとして使用される。  

 

その関係図を次ページに示す。  
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  活用データのメタデータ（カタログ掲載）  

 
図 12 メタデータ検 索 結 果 ［ 1/2］  

 

 

図 13 メタデータ検 索 結 果 ［ 2/2］  
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2）  リアルタイム建設現場データを備えた C2X（ Car-to-X）：メルセデス・

ベンツ、ヘッセン・モービル  

メルセデス・ベンツ、ヘッセン・モービル（道路・交通管理会社）、 MD M

は、安全運転で協力をしている。新しいメルセデス・ベンツ E クラスは、ヘ

ッセンの昼間の建設現場から位置データを受け取る。 MDM は、データの信

頼性の高い転送に責任をもつ。  

2007 年以来、昼間の建設現場で使用される安全トレーラーには、C2X 伝送

技術が装備されている。ヘッセン・モービルは、 MDM を介してこのユニー

クなデータを安全かつ確実に利用できるようにしている。  

ヘッセン・モービルは、標準化された DATEX II プロファイルを介して MDM

経由でデータを提供する。メルセデス・ベンツはダイムラー車両バックエン

ドを介してそれらを配布し、車両テレマティクスへの統合を保証する。  

 車両内の通信モジュールは、安全な V PN 接続を介してダイムラー車両バ

ックエンドに接続されている。  

 

その関係図を次ページに示す。  
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（ 2）  NAP と他の PF との連携  

 

ド イツに おいて は、 MDM Pla t fo rm が欧 州規則を 受けた 直系 の デー タ PF

（ NAP:ナショナルアクセスポイント）として機能している。  

MDM は、さまざまな手段の交通機関、ネットワーク要素、アクターを通

じて、できるだけ多くのモビリティデータに関する情報を収集する。  

これには、ドイツの他のデータポータル  (例えば、ge opor ta l .d e、mCLOUD.de、

open -da t a -oepnv.de  など )  で並 行し て提 供される モビリ ティ デ ータも 含ま れ

る。データ検索者は、 MDM で目的のデータが見つからない場合、これらの

並立したデータポータルを回ることもできる。  

 

 

図  14 NAP と他 の PF との連 携  
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4.7 .  モ ビ リ テ ィ に 関 す る デ ー タ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ／ ア ク セ ス ポ イ ン ト の

動向  

（ 1）  調査の着眼点  

1）  調査状況のまとめ  

欧州 に お ける モ ビリ ティデー タプラ ット フォーム 設 立に 向け た欧 州に お

ける法規制の状況調査を行い、欧州における Na t iona l  Ac ce ss  Po in t の仕組み

などを整理した。  

また、個別の国における取組の深堀事例として、ドイツ、スウェーデン、

フランス等の調査を実施した。  

2）  来年度に向けて  

モ ビリティデータプ ラットフォームに掲 載するデ ータフォ ー マットや デ

ータ流通の普及活動などの深堀調査の余地がある。  

 

  



 

30 
 

5.  今年度とりまとめ方針と来年度予定  

5.1 .  今年度の実施内容の振り返り  

（ 1）  国際標準化動向の調査  

1）  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

信号情報は、ユースケースによって、活用するべきメディア、データフォ

ーマットが異なる。また、欧・米等の地域間でユースケースが異なる場合が

ある。  

S IP では ISO での PUSH／ PULL の規定に一歩踏み込み、配信する情報の

種類によって、 PUSH, PULL の配信の考え方を整理した成果がある。  

＜来年度に向けて＞  

信号情報の配信については、V2N に限定せず、通信規格・メッセージセット

など様々なユースケースにおいて引き続き国際動向を調査する。  

PUSH/PULL は、関連国際標準動向と比較しても新規性があり、今後、SIP と

しての成果をテクニカルペーパー等として取りまとめることも検討する。  

 

2）  モ ビ リ テ ィ に 関 す る デ ー タ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ／ ア ク セ ス ポ イ ン ト の

動向  

欧州では、モビリティに関するデータを収集・活用するための「規則」が 2017

年に発効された。EU 加盟国はこの「規則」への対応が必須となり、各国におい

てデータプラットフォーム／アクセスポイントを整備している。  

こうしたデータプラットフォーム／アクセスポイントにより、民間プローブ

データや、道路管理者、公共交通ダイヤ情報といったデータがプラットフォー

ムから入手可能。また、当該情報はナビサービスなどに活用されている。  

＜来年度に向けて＞  

モ ビ リ テ ィ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 掲 載 す る デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト や デ ー

タ流通の普及活動などの深堀調査を実施する余地がある。  
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（ 2）  戦略検討のための検討会の開催  

 

表 7 検 討 会 開 催 日 と議 題 ・ 論 点  

 

  



 

32 
 

5.2 .  来年度の実施内容予定  

（ 1）  国際標準化動向の調査  

引き続き、以下の事項を中心に更なる深堀調査の予定。  

1）  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

PUSH/PULL は、関連国際標準動向と比較しても新規性があり、今後、

SIP としての成果をテクニカルペーパー等として取りまとめることも検討

する。  

2）  信号情報配信に関する国際動向【新設】  

信号情報の配信については、通信規格・メッセージセットなど様々なユ

ースケースごとに整理軸を立てて、国際動向を調査する。  

3）  国際標準化動向の調査  

標 準 フ ォ ー マ ッ ト 等 の 調 査 お よ び デ ー タ 流 通 の 普 及 活 動 に 関 す る 調 査

を行う。  

 

（ 2）  戦略検討のための検討会の開催  

令和 4 年度にも合計３回程度実施予定（ 1Q,2Q,3Q に 1 回ずつを予定）。 SIP

内関連業務等からのオブザーバー参加も検討する。  

  



 

33 
 

 

 

 

 

 

本報告書は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構 (NEDO)が管理法人を務め、内閣府が実施した「戦略的イノベ

ーション創造プログラム（ SIP）第 2 期／自動運転（システムとサ

ービスの拡張）」(NE DO 管理番号：JPNP1 8012)の成果をまとめたも

のです。  


